
ハナイカダ（ハナイカダ科
か

） 

葉っぱの中に、葉

っぱがあるように

見えるね。 
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三滝
み た き

の森
もり

たんけん 
ぼく、ミタッキーだよ。ここ三滝少年

しょうねん

自然
しぜん

の家
いえ

は、

自然がいっぱい。自然の中
なか

で感
かん

じる木々
き ぎ

や植物
しょくぶつ

の色
いろ

やに

おい、鳥
とり

などの鳴
な

き声
ごえ

、森の中を通
とお

り抜
ぬ

ける風
かぜ

も、春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

の季節
きせつ

ごと

にどんどん変
か

わっていくよ。この前
まえ

、語
かた

らいの広場
ひろば

を散歩
さんぽ

していたら、葉
は

っぱ

の真
ま

ん中に花
はな

が咲
さ

いているのを見
み

つけて、びっくりしたよ。よく見ると、形
かたち

と

大
おお

きさが違
ちが

う２種類
しゅるい

の葉っぱだったよ。その木
き

の名前
なまえ

が知
し

りたくて調
しら

べてみた

ら、「ハナイカダ」と「ナギイカダ」という名前だったことがわかったよ。どち

らもうすい緑色
みどりいろ

の花だけど、秋になると、ハナイカダは黒
くろ

い実
み

、ナギイカダは

赤
あか

い実ができるそうだよ。仲良
なかよ

く２本
ほん

並
なら

んでい

るので、ぜひ探
さが

してみてね。 

 

 

 

 

木によって形が違
ちが

う葉っぱ 
ぼくは、花の蜜

みつ

が大好
だいす

きで、春になると、ツバキやウメ、サクラなどいろいろ

な木にとまって花の蜜を吸
す

っているんだよ。木によって、葉っぱの形が丸
まる

いも

の、長
なが

細
ぼそ

いもの、針
はり

のようにとがっているもの、そして、魚
さかな

のうろこのように

重
かさ

なり合
あ

って見えるものまであるので、それを見て回るのも楽
たの

しみなんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木によって、葉っぱの形やその付
つ

き方、ふちの形も違
ちが

ってい

るよね。いろいろな種類の葉っぱを探
さが

して、三滝の森を歩
ある

くと楽しいよ。 

サルトリイバラ（サルトリイバラ科） 

コノテガシワ 

（ヒノキ科） 

ナギイカダ（クサスギカズラ科） 

三滝だより

ヤマザクラ（バラ科） 

参考
さんこう

文献
ぶんけん

：「葉で見わける樹木
じゅもく

」林将之著
はやしまさゆきちょ

・小学館
しょうがくかん

、「牧野
まきの

日本
にほん

植物
しょくぶつ

図鑑
ずかん

」北隆館
ほくりゅうかん

 

葉っぱのふちの形が、

ノコギリのようだね。 

こっちの葉っぱの

ふちには、ギザギ

ザがないね。 

ヤツデ（ウコギ科） 

コナラ 

（ブナ科） 

ビワ（バラ科） 

ヌルデ 

（ウルシ科） 

イロハカエデ（ムクロジ科） 

グーチョキパー。じ

ゃんけんをしている

ように見えるね。 

コバノミツバツツジ 

（ツツジ科） 

９枚
まい

に分
わ

かれた葉っぱに見えるけど、実
じつ

はこれ全部
ぜんぶ

で１枚の葉っぱなんだよ。 

カクレミノ（ウコギ科） 

クロマツ（マツ科） 



 

 

 

 

三滝
みたき

少年
しょうねん

自然
しぜん

の家
いえ

には、花
はな

、草
くさ

、木
き

など沢山
たくさん

の植物
しょくぶつ

が育
そだ

っています。今
いま

の

時期
じ き

には若葉
わかば

が茂
しげ

り、緑色
みどりいろ

や黄緑色
きみどりいろ

がとてもきれいです。 

 

 

 

 

 

 

植物
しょくぶつ

は光合成
こうごうせい

といって、光
ひかり

のエネルギーを利用
りよう

して、空気中
くうきちゅう

の二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

と根
ね

から吸
す

い上
あ

げた水分
すいぶん

から、酸素
さんそ

とでんぷんなどの養分
ようぶん

（栄養
えいよう

となる成分
せいぶん

）

を作
つく

り出
だ

します。光合成
こうごうせい

で作
つく

られた養分
ようぶん

は、植物
しょくぶつ

自身
じしん

が成長
せいちょう

するために使
つか

わ

れたり、種
たね

や実
み

、根
ね

、くきに蓄
たくわ

えられたりします。 

 

 

 

 

 

 

三滝
みたき

少年
しょうねん

自然
しぜん

の家
いえ

の植物
しょくぶつ

では、マテバシイやスダジイなどの実
み

（ドングリ）

やクリ、クサイチゴなどの実
み

に養分
ようぶん

が蓄
たくわ

えられています。（＊三滝
みたき

少年
しょうねん

自然
しぜん

の

家
いえ

では、植物
しょくぶつ

の採取
さいしゅ

は禁止
きんし

しています。）そして、私
わたし

たち人間
にんげん

は、その蓄
たくわ

えら

れた養分
ようぶん

などを食
た

べて、生
い

きるためのエネルギー源
げん

としています。例
たと

えば、お

米
こめ

、ジャガイモ、トウモロコシなどを食
た

べていますよね。 

 

 

 

また、光合成
こうごうせい

では、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の原因
げんいん

の一
ひと

つと言
い

われている二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

を

吸 収
きゅうしゅう

し、私
わたし

たちだけでなく地球上
ちきゅうじょう

の生物
せいぶつ

にとって、とても大切
たいせつ

な酸素
さんそ

を作
つく

り出
だ

しています。反対
はんたい

に、地球
ちきゅう

の大気中
たいきちゅう

の二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

濃度
のうど

が高
たか

くなる原因
げんいん

とし

て、化石
かせき

燃料
ねんりょう

（動物
どうぶつ

や植物
しょくぶつ

の死骸
しがい

が地中
ちちゅう

に埋
う

もれ、長
なが

い年月
ねんげつ

をかけて変化
へんか

し

燃料
ねんりょう

として用
もち

いられるもの）の使用
しよう

が増
ふ

えていることや、森林
しんりん

の伐採
ばっさい

が広
ひろ

が

っていることなどが考
かんが

えられます。植物
しょくぶつ

の光合成
こうごうせい

のことから、みんなができ

ることを考
かんが

えてみませんか。 
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クサイチゴ 

命のみなもと光合成

語
かた

らいの広場
ひ ろ ば

のイロハモミジ 

光 

水＋二酸化炭素 → 養分（でんぷん）＋酸素 

光合成のしくみ 

秋
あき

の紅葉
こうよう

したイロハモミジだけでなく、

初夏
し ょ か

の黄緑色
きみどりいろ

のイロハモミジも美
うつく

しい

ウボッ！ 

 

自然
し ぜ ん

を大切
たいせつ

にするということは、私
わたし

たち

自身
じ し ん

を大切
たいせつ

にするということにも繋
つな

がっ

ているんだよ。 

どれも食
た

べると美味
お い

しいよね。 


